




頂きたいと思います。

佐藤 藤井商店さんとのつき合いというのは、今80を超えた会長がおりますけ

れども、その人と私が、最初にホルスの肥育から始まった時点から、素牛を導入

するときとか、そういうときには藤井の会長にお世話になりました。ですから、

私が畜産を始めた当初から藤井商店とのつき合いはございます。特別な藤井商店

との契約というのはありません。ですから、明日上場があるときには藤井商店の

社長に電話しまして、お願いしますよという話はしますけれども、本人が嫌なも

のは買わないはずなんですね。彼も商売ですから。こんな牛を買って商売になら

なければ、絶対買わないわけですよ。利益はほかの牛よりもないけれども、長い

おつき合いで買って頂いているのかもしれませんが、特別な契約というのはあり

ません。

古橋 藤井商店は、どの程度の規模の売上を持った商店なんですか。

佐藤 今、年間700頭の和牛を売っています。700頭です。和牛を販売していま

す。そのほかに、豚は何頭やるのかな。豚もやっていまして、小売店では茨城県

では随分知られた業者です。我が家の牛は年間六十数頭ですから、ほんの１割程

度です。

司会 ちょっと確認ですが、今のお話に関係するのですが、ほとんど芝浦に卸

されて、そこで藤井さんが落としておられるという御関係ですね。これは結果的

に市場を通して、藤井さんが出荷されたものの７割の頭数を落とされているとい

うことですね。芝浦の市場に出荷されているんですよ。出荷されて、それで、そ

の前に恐らく藤井さんに「明日出荷しますよ」と言っておくと、市場に行かれて

その枝肉を買われると。

古橋 価格は裏でやっているわけではないんですね。

司会 ちゃんと競りで。そういう関係ですね。

佐藤 ええ。例えば契約して、市場に出さずに藤井商店に売るということもで

きますよ。ところが、結局、やはり生産した側というのは、きちんと評価しても

らいたいところがありますね。よくも悪くも。それで市場に出して、じゃあ藤井

さん買っておくれよという話ですね。

司会 そういう市場を通してですね。

佐藤 そうです。ですから、藤井商店は、我が家の牛には全てボタンは押して
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います。ですから、藤井商店が買えなくても、その価格には貢献してくれている

わけです。必ず藤井商店は我が家の牛にボタンを押してくれています。それで、

もし藤井商店が落とせなくても価格には貢献してくれています。

(13) 大賀圭治氏の再質問

大賀 せっかくですから、先ほど質問したのですけれども、追加で。聞き落と

したのかもしれませんけれども、お願いします。

先ほどの飼養頭数の年次推移のグラフと飼料畑の面積。頭数では2009年がピー

クで、面積的には10年、11年あたりがピークで、何かそこら辺がピークで、だん

だんこれからどうするのだろうとちょっと不安になってきて、何が問題で、ここ

ら辺がピークで、その後減ってきたのか。そして、今後は、ここら辺がそろそろ

最適経営だと観念して今後ともここら辺で維持していくという方針なのか、それ

とも少し過大だからもうちょっと縮小しようという方針なのか、あるいは、これ

は一時的な原因で──原因が何であるかによりますけれども、拡張を考えている

のか、立派な経営をやってきたのだけれども、ここら辺でそろそろ落ち着かせる

という判断なのか。なぜそうなったのか、教えて頂きたいと思います。

佐藤 この年は、千田先生との取組みにおいて、ちょっと14～15キロ離れたと

ころで放牧地で管理してくれる方がおりましてその人とタッグを組みましてやっ

ていました。それで、その方は、面積は随分広く、20町歩ほどあったものですか

ら、牛がどんどん持っていけると。牛がどんどん持っていけるので、後のことも

考えずにこのときは増やしました。90頭ぐらいまで行ったでしょうか。それで、

将来がどうのこうのなんていうことは余り考えていなくて、その20町歩の牧草を

いかにきれいにしようか。きれいにするのには牛がどれだけ必要か。必要な分だ

け増やしてやった結果がこの90頭なんです。私も、今考えれば無謀だと思ってい

ます。ですから、適正頭数をいわば探して仕事をしているのかと今でも思ってい

ますけれども。だから、今いる88～89頭が適正だとは思っていません。やはり家

族経営ではちょっと多いでしょうか。そう思っています。

八木 今の件に関連してですが、お話の最後のところで、将来は60頭という数

字が出ていますけれども、それも含めてお願いします。

佐藤 色々なものが、例えば技術なり、色々な条件が揃えば、繁殖牛60頭でも
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何とか家族経営では食べては行けるのかなという数字ですね。そうすると、繁殖

牛60頭というのは夫婦２人で何とかなる頭数だとは思っています。私も家内もま

だ現役で働いていますから今は90頭近くいますけれども、家族でやる適正規模と

いうのは60頭が良いところかなと思っています。いずれ私や家内も動けなくなる

ので、最終的にはこのぐらいの形で経営を作らないとまずいのかなという思いで

すね。

──了──
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